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 解説
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[!��の範囲で�①�の両辺の対数をとると　[ORJD�ORJ[
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これが求める�D�の値の範囲である．
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 解説
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 解説

N ��から�N 1�までの操作終了後，番号�1���の箱の中に赤玉が残っていると，

N 1���のとき，番号�1���の箱の中は白玉となり，不適．

また， �N �回目の操作で赤玉が初めて番号�1���の箱から出たとすると，赤玉は番号

� �N �の箱に入ることになる．その後，1�回目までのすべての�N�回目の操作の後，赤玉の

入った箱の番号が�N�より大きくなることはない．よって，1�回目までは番号�1���の

箱は白玉のままである．

ゆえに，赤玉が番号�1���の箱に入るためには，��回目から�1�回目までの少なくと

も���回の操作で番号�1���の箱が選ばれ，1���回目の操作で赤玉の入った箱が選ばれ

ればよいから，求める確率は　�� ��
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